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2. 


投稿 規定 


著者 は 原則 と し て 会 員 に 限る . 

原稿 は 寄生 虫 学 お よび それ と 関連 を 有する 和文 お よ 
び 欧 文 の 原著 線 説 と する . な お 原則 と し て 正副 1 部 ず 
っ と し , 副 は 編集 関係 で 使用 する . も し 副 を 添付 し な 
い 場 合 は っ コピー 代 (実費 ) を 請求 する . 

原稿 の 採否 , 掲載 の 順 庁 , 体裁 な ど は 編集 委員 に よ 
つて 決定 する . 

原稿 は 1 つき 掲載 料 2,000 円 と し 頁 4 ( 欧 
文 の 場合 は 3 頁 ) まで 本 会 で 負担 する . 但し 図版 お よ 
び 超 過 頁 分 は 著者 負担 と する . 同一 号 に 同一 著者 が 2 
上 を 掲載 する 場合 は 1 除い て 他 は 超過 と み 

別冊 を 必要 と する 場合 は 実費 を 申 受け る . 最低 100 
部 と し それ 以上 は 50 部 単位 に 作製 する . 

印刷 費 等 全額 負担 の 特別 原稿 は 優先 的 に 掲載 する . 

原稿 に つい て の 照会 , 送付 は 〒280 千葉 市 玄 鼻 町 1- 
8-1, 千葉 大 学 医学 部 寄生 躍 学 教室 内 日 本 寄生 虫 学会 
編集 幹事 宛 と する . 


投稿 上 の 注意 


和文 原稿 は 400 字 用 紙 (A 4 版 ) に 横書き し, 
現代 仮名 づか い に よ る 平仮名 お よび 当 用 漢字 を 用 いる 
こと を 原則 と する . 

欧文 原稿 は , タ イプ 用 紙 に 1 行 お き さ に タイ プ す る . 

尚 , 原稿 は 正副 2 部 作製 し て 編集 部 へ 送付 する . 

和文 原稿 は 次 の 順 庁 で 記載 する : 題名 , 著者 名 , 所 
属 機 関 名 , 本 文 , 文献 及び 欧文 抄録 , な お 欧文 抄録 も 
題名 , 著者 名 , 所 属 機関 名 及び 内 容 抄録 (印刷 頁 1 頁 
以内 ) の 順に 記載 する . 

欧文 原稿 の 構成 は 和文 原稿 の それ に 準じ, これ に 和 
文 抄録 を つけ る . その 形式 も 2. に 進 じ 和文 で 記載 す 
る . 

原稿 作成 上 の 注意 事項 

1) 本 文 の 形式 は , 緒言 , 材料 お よび 方 法 , 成績 , 
考察 , 結論 の 順 庁 また は それ に 準じ た 形式 を と る こと 
が 望ま し い . 

2) 学名 の 属 ・ 種 小 名 は イタ リッ ク と し て 印刷 され 
る た め , 当該 部 位 に は アン ダー ライ ン を 付す る . 

例 : Ascaris lumbricoides Linnaeus, 1758 

3) 各種 単位 の 略号 は 次 の 如く 表わし , ピリ オド を 
用 いな い : centimeter 一 cm, degrees Centigrade—C, 
gram—g, kilogram—kg, 50% lethal dose—LDso, 
liter—1, milligram—mg, milliliter—ml, microcurie 
—gCi, millicurie—mCi, micrometer—gpm (micron— 


g), nanometer—nm (millimicron—mg) , molar—M, 
normal—N, optical density~OD, per cent—%, 
revolutions per minute—rpm, standard deviation— 
SD, standard error—SE. 


3) 本 文中 の 人 名 は 次 の 如く 記載 し , 必ず 年 号 を 括 
に 入れ る . 

1 人 の 場合 ; 山田 (1964), Thomas(1964), Faust 
(1961 a, b). 

2 人 の 場合 ; 山田 ・ 竹 内 (1965), Faust and Khaw 
(1927). 

3 人 以上 の 場合 ; 山田 ら (1965), Faust et az.(1927 
a, b). 

( ) 内 に 入れ る 場合 ;( ; Boray et alZ., 
1967 ; 斎藤 ら , 1973) 

5) 数 を 表わす に は すべ て 算 用 数 字 を 用 いる が 成語 
は その まま と する . 例 ; 一 般 , 同一 

6) 図 , 表 , 写真 等 は 本 文 と は 別に まとめ る . それ 
ら と 番号 は , 第 1 図 , 第 1 表 , 写真 1 (英文 で は Fig. 
1, Table 1, Photo. 1 な ど ) と し , 本 文中 に 挿入 個 
所 を 明記 する . 

7) 表 に は 縦 線 は 原則 と し て 入れ な い . 

8) 引用 文献 は 著者 名 の アル ファ ベッ ト 順 に 配列 
し , 下記 の 順序 に 記載 する (特に 句読点 に 注意 する ) 

和文 の 場合 

原著 文献 の 時 ; 宮崎 一 郎 ・ 石 井 洋一 ・ 交 池 正 
(1954) : 大 平 肺 吸虫 の 新しい 終 宿主 . 寄生 躍 誌 , 2, 
177-179. 

単行 本 の 時 ; 宮 川 米 次 (1957) : 最新 臨床 寄生 虫 病 
学 , 正 虫 性 疾患 相 . 第 1 版 , 300 頁 , 中 外 医 薬 社 , 東京 . 

欧文 の 場合 

原著 文献 の 時 ; Weinbach, E. C. and Nolan, M. 
0O. (1956) : The effect of pentachlorophenol on the 
metabolism of the snail Australorbis glabratus. 
Exp. Parasit., 5, 276-284. 

単行 本 の 時 ; Faust, E. C. (1949) : Human Hel- 
minthology, 3 rd ed. Lea & Febiger, Philadelphia, 
744 pp. 

9) 原著 の 表紙 に 論文 の 枚数 , 図表 , 写真 の 枚数 , 
ァ ー ト 紙 使用 希望 , 別刷 希望 部 数 (表紙 の 有無 ) お よび 
連絡 先 ( 住 所 , 電話 番号 ) を 朱書 する . 

10) 文部省 科 学研 究 費 等 の 研究 雪 の 出所 を 明記 する 
場合 に は , 原稿 第 1 頁 の 脚注 に 記載 する . 

11) 謝意 ( 辞 ) また は これ に 人 江 ず る も の は 本 文末 尾 
に 記載 する . 

12) 校正 は 初 校 な ら び ぴ びに 再 校 を 著者 が 行なう が , 文 
章 の 削除 , 挿入 等 は 許さ れ な い . 


本 雑誌 の 刊行 に あたり その 費用 の 一 部 を 文部 省 科学 研究 費 補助 金 ( 研 究 成 果 刊行 雪 ) に ょ っ た. 


編集 兼 発行 
刷 所 


寄 生 虫 学 雑 誌 第 27 巻 第 6 号 
昭和 53 年 11 月 25 日 印刷 ・ 昭 和 53 年 12 月 1 日 発行 

編集 千葉 市 玄 鼻 町 1-8-1 千葉 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 TEL 千葉 (0472) 22-7171 

日 本 寄生 躍 学会 (振替 口座 東京 1451) 

ー ツ 橋 印 刷 株 式 会 社 


TEL 東京 (03) 441-3281 


庶務 ・ 会 計 東京 都 新 宿 区 信 渡 町 35 


慶応 義塾 大 学 医学 部 寄生 忠 学 教室 TEL 東京 (03)353-1211 


1 


